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裏
面
に
は
立
斎
自
筆
で
「
活
気
満
太
虚
、
丹
心
照
千
古
。
桑
田
立
斎
」

と
刻
ん
だ
。
こ
の
詩
句
は
立
斎
曾
孫
賀
来
明
子
氏
所
蔵
の
立
斎
の
遺
言

書
か
ら
、
署
名
は
相
馬
の
半
井
宏
人
氏
所
蔵
の
立
斎
書
状
な
ど
か
ら
採

っ
た
。
表
面
の
字
は
二
宮
が
書
い
た
。
側
面
に
は
こ
の
建
碑
の
実
現
に

努
力
さ
れ
た
標
津
ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
・
歴
史
民
俗
資
料
館
の
椙
田

光
明
氏
、
深
川
の
網
代
旭
氏
、
そ
し
て
碑
を
制
作
さ
れ
た
小
樽
の
山
本

照
男
氏
ら
の
名
を
刻
ん
だ
。
除
幕
そ
の
他
の
行
事
は
平
成
十
一
年
の
標

津
町
一
二
○
周
年
記
念
の
折
り
に
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

標
津
町
の
協
力
に
よ
っ
て
碑
が
建
立
さ
れ
た
「
望
ケ
丘
森
林
公
園
」
は

中
標
津
空
港
か
ら
町
に
入
り
海
に
達
す
る
直
前
の
左
に
あ
る
小
高
い
丘

で
、
碑
か
ら
は
立
斎
巡
回
の
最
東
端
で
あ
る
国
後
島
が
見
え
る
。
こ
の

海
を
一
四
二
年
前
の
九
月
十
一
日
の
嵐
の
中
、
立
斎
は
野
付
半
島
に
渡

っ
て
き
た
。
根
室
、
標
津
一
帯
で
立
斎
は
安
政
四
年
に
一
○
三
人
の
ア

イ
ヌ
に
種
痘
を
し
た
が
、
そ
の
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
標
津
の
ア
イ
ヌ
で

あ
っ
た
。
門
人
の
井
上
元
長
が
越
冬
し
て
追
加
巡
回
し
、
結
局
安
政
六
年

｛

驚
訴
；
・
渦
》
・
犬
、
Ⅱ
卵
・
・
患
、
●
・
鯉
。
．

‐
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言
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ぜ
‐

舟
．
。
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や
鼠
矛
”
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竿
溌
ゞ
￥

‐
腰
‐
‐
鵠
、
誼
‐
‐
‐
・
く
‐
縦
や
劇
‐
芸
沸
睦

ｒ
『
‐
Ｊ
畠
①
宮
『
宮
』

薩
湖

桑田立斎アイヌ種痘之碑

初
頭
ま
で
に
こ
の
地
の
ア
イ
ヌ
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
種
痘
を
し
た
。

こ
の
驚
嘆
す
べ
き
蝦
夷
地
巡
回
種
痘
の
壮
挙
の
詳
細
を
含
め
て
桑
田

立
斎
の
生
涯
と
功
業
は
、
初
め
て
発
見
さ
れ
た
立
斎
の
書
状
や
十
二
人

の
門
人
の
事
跡
と
と
も
に
「
桑
田
立
斎
先
生
』
三
宮
陸
雄
著
、
三
八
四
ペ

ー
ジ
、
顕
彰
用
に
十
二
月
制
作
）
、
妻
宗
田
立
斎
安
政
四
年
蝦
夷
地
種
痘
」
三

宮
陸
雄
、
秋
葉
實
共
著
、
標
津
町
に
寄
付
し
残
部
な
し
）
に
発
表
し
た
。
前

者
は
平
成
十
年
十
二
月
に
刊
行
（
非
売
品
）
し
た
が
、
研
究
者
用
に
若
干

の
部
数
を
残
す
の
で
、
希
望
の
方
は
二
宮
宛
に
申
し
込
ま
れ
た
い
。

桑
田
立
斎
先
生
顕
彰
会
（
二
宮
陸
雄
、
網
代
旭
、
秋
葉
實
、
賀
来
明
子
、

山
本
照
男
、
半
井
宏
人
、
椙
田
光
明
、
田
中
美
子
、
日
吉
恵
子
）（

二
嵩
陸
雄
）

関
寛
斎
の
開
拓
精
神
に
学
ぶ

「
寛
斎
セ
ミ
ナ
ー
」
開
か
れ
る

北
海
道
足
寄
郡
陸
別
町
で
は
開
町
八
十
周
年
を
記
念
し
て
、
平
成
十

年
十
月
十
五
、
十
六
日
の
両
日
、
陸
別
町
開
拓
に
晩
年
を
さ
さ
げ
た
医

師
・
関
寛
斎
翁
の
精
神
を
顕
彰
し
、
先
駆
者
と
し
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
学
び
、
寛
斎
の
進
取
・
慈
愛
の
人
生
を
多
く
の
現
代
人
に
「
生
き

る
指
針
」
と
し
て
吸
収
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
の
下
に
、
町
を
あ

げ
て
の
「
寛
斎
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

第
一
日
（
十
五
日
）

○
命
日
祭
・
青
龍
山
・
寛
斎
遺
跡
見
学

○
講
演〃

花
さ
く
郷
に
生
き
た
関
寛
斎
″
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第
一
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
百
名
を
越
す
参
加
者
で
非
常
に
盛
会

で
あ
り
、
各
講
師
の
方
々
の
お
人
柄
が
そ
の
ま
ま
に
反
映
し
た
良
い
発

表
で
、
顕
彰
会
の
斎
藤
省
三
氏
を
は
じ
め
と
す
る
町
の
人
々
の
運
営
も

見
事
で
あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
の
和
や
か
な
雰
囲
気
は
、
夜
の
交
流
会
に
そ

の
ま
ま
持
ち
こ
ま
れ
た
。
心
か
ら
筧
斎
に
魅
か
れ
て
い
る
多
く
の
人
々

と
の
、
酒
を
酌
み
交
し
な
が
ら
の
意
見
の
交
換
は
、
平
生
文
献
史
料
に

の
み
目
を
向
け
が
ち
な
筆
者
に
と
っ
て
得
難
い
体
験
で
あ
り
、
貴
重
な

刺
激
剤
に
な
っ
た
。

講
師
大
西
泰
久
氏

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〃
関
寛
斎
の
開
拓
精
神
″

青
年
期
．
銚
子
市
戸
石
四
郎
氏

徳
島
時
代
・
徳
島
市
泉
康
弘
氏

高
齢
期
．
札
幌
市
本
多
貢
氏

○
語
り
「
み
蚤
ず
の
た
わ
ご
と
』

ほ
う
き
座
窪
田
稔
氏

○
交
流
会
・
寛
斎
さ
ん
を
し
の
ん
で

第
二
日
（
十
六
日
）

歴
史
ウ
ォ
ー
ク
・
芦
花
と
寛
翁
の
語
り
歩
い
た
道

バ
ク
シ
ュ
ナ
イ

見
学
会
（
関
寛
斎
資
料
館
）

特
別
展
示
・
司
馬
遼
太
郎
ｍ
陸
別

関
餘
作
資
料
展
・
ロ
シ
ヤ
で
の
医
療
活
動

ニ
ケ
ウ
ル
ル

ウ
イ
リ
ス
文
書
（
原
文
害
）
は
萩
原
延
寿
氏
か
ら
鹿
児
島
県
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
黎
明
館
へ
寄
贈
さ
れ
、
複
製
が
横
浜
開
港
資
料
館
と
順
天
堂

大
学
医
史
学
研
究
室
に
好
意
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
。
萩
原
延
寿
氏
が
す

で
に
「
遠
い
崖
ｌ
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
日
記
抄
」
（
朝
日
新
聞
夕
刊
に
連

戦
さ
れ
た
も
の
も
含
む
）
で
詳
細
な
研
究
を
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご

存
知
の
方
も
多
い
と
思
う
。

総
数
約
六
四
○
点
（
但
し
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
六
本
）
に
の
ぼ
る
ウ
イ
リ

ス
文
書
は
、
約
二
○
年
前
に
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
ー
ム
ス
ト

鬮
唾…

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
イ
リ
ス
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
の
里
帰
り

鍵
~1

写真左から本多貢、泉康弘、戸石四郎各氏

三
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
伝
え
ら
れ

る
旧
関
牧
場
の
跡
を
歩
き
つ
つ
眺

め
た
大
平
原
は
、
天
も
地
も
美
し

く
豊
か
で
雄
大
で
あ
り
、
寛
斎
の

志
を
垣
間
見
る
思
い
が
し
た
。
こ

の
町
の
人
々
の
、
寛
斎
を
父
の
如

く
慕
い
「
父
を
大
切
に
す
る
こ
と

は
子
と
し
て
当
然
の
こ
と
」
と
い

う
健
康
な
精
神
が
、
陸
別
町
関
寛

翁
顕
彰
会
主
催
に
よ
る
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
を
成
功
に
導
く
原
動
力
と
な

っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

（
芝
木
秀
股
）


